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村上信一郎教授のあゆみ
船尾 章子
旅客機のパイ ロ ッ ト な ら、 休日に も小型機の操縦を楽 しんでい るかも しれな
い し、 プロの演奏家は、 純粋に私的な時間にも、 楽曲を奏で るこ と だ ろ う。 そ
のと き、 愛好家の行為 と、 職業的専門家と しての行為 を隔て るのは、 行為 をな
す技量ではない。 む し ろ、 社会関係、 すなわち受け手に対す る責任の大き さの
違いなのだ、 と思 う。
研究者について もそ う だろ う か。 大いに個人差はあると して も、 大学人とい
う職務 を離れての研究には、 古い衣を脱ぎ捨て るかのよ う に、 なにか し ら明瞭
な変化が起こ るのではないか。 そ う 考え る方が、 やはり自然なよ う な気がす る。
村上信一 郎教授が31 年間の大学人生活に区切り をつけ、 国際関係学科を去っ
ていかれた。 こ の節目に、 私が本誌上に さ さやかな記念の銘 を刻むこ と になっ
たのは、 なにか巡 り あわせなのだ ろ う。 こ こ に、 古い衣 を拾い上げ、 その来歴
を記す こ と に したい。
* * *
まずは簡潔に、 その研究の足跡 を辿っ てみよ う。 それは、 かな り ま っ す ぐな
道す じ を描いてい るこ と がわかる。
信一郎青年のイ タ リ ア学事始めは、 カ ト リ ッ ク六甲教会の ピエ ト ロ ・ ぺレ ツ
テ イ神父の個人教授で、 イ タ リ ア語を学ぶよ う になっ たこ と であっ た。 神戸大
学文学部史学科 2 年次だっ たとい う。 カ ト リ ッ ク教会と の縁は、 さ らに過去へ
と遡る。 母上が信仰に篤 く 、 聖書の教えは、 幼少の頃から生活の一部 を構成 し
ていたとい えるからである。
史学科在籍中に、 この青年 を近現代イ タ リ ア政治史研究へと導いた重要な道
標は、 ローマ大学教授、 ピエ ト ロ ・ ス コ ツポラの著作、 Dal Neoguelf ismo alia 
Democrazla Cristiana (『新教皇主義からキリ ス ト教民主党へ』 1957年) 、 であっ
とい う。 本書の外国語訳は、 今なお、 日本国内には見当たらない。 この事実は、
こ の学部生が驚 く べき速さ でイ タ リ ア語を習得 したこ と を物語っ てい る。
言語だけではない。 イ タ リ ア政治史の勉強も、 卒業論文を学会誌に掲載す る
よ う勧められたほどの水準にまで達 した。 実際、 学部卒業の 3 年後には、 『西
洋史学』 第93号に 「近代イ タ リ ア ・ カ ト リ ッ ク運動における非妥協主義の確立」
と題する論文が、 そ して 『イ タ リ ア学会誌』 第22号には 「ルイ ジ ・ ス ト ウルツオ
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の政治思想と非宗派性の問題」 と題す る論文が掲載されたが、 いずれの原型 も、
卒業論文の中に既に胚胎 していたのであっ た。
神戸大学大学院文学研究科に進学後、 ローマ大学政治学部に留学 した信一郎
青年 を指導 したのは、 い う まで も な く こ のス コ ツポラ教授で ある。 教授は、 大
学で国家 一 教会関係史講座を担当するかたわら、 進歩的なカ ト リ ッ ク民主主義
者のリ ーダーと して も活躍 していた。 離婚法廃棄を問 う1974年の国民投票をめ
ぐっ ては、 キリ ス ト 教倫理と自由民主主義社会におけ る市民の政治選択と を峻
別する姿勢を貫き、 教会やキリ ス ト教民主党に対抗 しつつ、 離婚法廃棄反対の
運動を指導 した。 1983年から 4 年間は、 キリ ス ト 教民主党の刷新をめざ して、
同党上院議員 を務めて もい る。
若き日に、 こ う したイ タ リ アのカ ト リ ッ ク政治運動の息遣いに接す る中で、
歴史的手法によ る ミ ク ロ な政治分析とい う堅牢な研究の枠組みが培われた。 そ
れはさ らに、 神戸大学大学院法学研究科博士課程において洗練を加える。
その後、 フ ァ シズム期から現代へ、 イ タ リ ア国内政治から ヨーロ ッパ統合へ、
と研究業績の幅は広がっ て も、 研究の基調には終始一貫 してこ の方法論があっ
た。 その確たる立ち位置があればこ そ、 現代日本政治のミ ク ロ分析はも ちろん、
南欧カ ト リ ッ ク圈の社会史のよ う な研究領域にまで も、 独自の存在感 を示すよ
う になっ てい っ たのだ ろ う。 周辺領域の研究者 との学術交流 を通 じて円熟味を
増 したその仕事ぶり は、 例えば、 「一党優位体制の崩壊」 (山口二郎編 『民主党
政権は何をなすべきか』 岩波書店、 2010年所収) に現われてい る。
* * *
それでは、 組織人と しての歩みはど う か。 こ ちら も、 国際関係学科一筋に、
2 つの大学で職分を全 う している。 教師生活の第一歩は、 名古屋市近郊の中部
大学で、 国際関係学部の創設準備に参画するこ と から始まっ た。 1983年のこ と
で ある。 こ の頃、 私立大学が相次いで国際関係学部 を新設 し、 時代の潮流 をな
すかの如 く であっ たが、 こ の大学の新学部には、 地域研究と 現地調査を重視す
る とい う特色があっ た。 開設の中心人物のひ と り であっ た人類学者の川喜多二
郎氏の構想 を汲むとい う。
若き信一郎助教授は、 その国際関係学科で、 国際政治史を担当 し、 地域研究
も手ほどき した。 そこは、 イ タ リ ア政治史研究の成果 を学生に伝授でき る上に、
様々な領域の、 特定地域に密着 した研究を手がけ る専門家と 交流でき る場所で
も あっ た。 創設時の学部長であっ た経済史家、 河野健二教授の縁で、 読売新聞
の論壇時評に寄稿 し た り 、 TBS の報道番組でイ タ リ ア政治に コ メ ン ト す る な
ど、 ジャーナ リ ズムと の関係が築かれたのも こ の時期だっ た と聞いてい る。
日本では、 冷戦終結をはさむ1980年代後半から1990年代前半にかけて、 国際
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関係に対す る社会的関心が急速に高まっ た。 学生た ちは世界の動き に敏感だっ
た。 いま思う と、 国際関係学の研究 ・ 教育に携わる大学も学会も、 やや浮足立つ
ていたかの感 さ えある。
そのよ う な時代に、 働き盛り の15年間を国際関係学部国際関係学科で過ご し
てから、 信一郎教授は、 生まれ育っ た神戸を、 教師生活の後半約15年の舞台と
定めた。 こ こ、 神戸市外国語大学外国語学部国際関係学科で担当す る科日は、
国際政治史および国際関係論 (法 ・ 政領域) と なっ た。 いずれも、 国際関係学
科のカ リ キュ ラ ムにおいて、 基幹科日に位置づけ られてい るから、 多様な学生
の必要と 関心に応えなければなら ない。 私立大学の国際関係学部と比へる と、
国際関係 を扱 う科目の数が限られるこ と も あっ て、 教室では国際政治をめぐる、
幅広い理論と話題が取り 上げられた。 そ う な る と 、 イ タ リ ア政治に触れられる
機会はおのず と制約 されるこ と にな る。
教授のゼ ミ には、 特に勉強熱心な学生が集ま るこ と で知られ、 国立大学大学
院に進学 して研究者 を志す者 も見受け られる。 とはい え、 その主流 を占めてい
たのは、 やはり同時代の国際政治の動き に関心を寄せる学生であっ たから、 そ
れぞれの問題関心を尊重 しつつ指導す るよ う 心掛けて来られたよ う である。
他方、 正規の授業と は別に、 大学の市民向け公開講座のよ う な、 自由に話題
を設定でき る場面では、 イ タ リ アが饒舌に語られた。 2013年前期に大学の教養
講座連続 4 回 を担当 し た と き の タ イ ト ルは、 「カ プ リ ッ チ ョ ・ イ タ リ アー ノ
ｫイ タ リ ア奇想譚ｻ 」 で ある。 その口上には、
国際政治史とい う専門を離れ、 わた しがイ タ リ アで体験 したこ と のなか
から 4 つの ト ピ ッ ク を選んで、 好き な映画や音楽に もふれつつ、 と き に
はワイ ンな ども味わい ながら、 自由気ままにお話 し させてい ただき たい
と ある。 「と き にはワイ ンな ども」、 と書かれてい るからかど うかはと もかく 、
講座は大盛況であっ た。
教授は、 弁舌の才に恵まれてい る。 しかも、 根つからの座談好き で、 場の雰
囲気 を捉え るのも巧みで ある。 学術研究の約束事に と ら われる こ と な く 、 く つ
ろいだ雰囲気で感興の赴 く ままに語る と き、 イ タ リ ア政治史研究では掬いきれ
なかっ たなにかが、 ふと顔 を出すのかも知れなかっ た。
大学の市民講座の受講生の大半は、 現役を退いたばかりの団塊の世代で、 比
較的高学歴の方が多い よ う に見受け られ、 男性がかな り の比率 を占める。 イ タ
リ ア映画やワイ ン を語るかと思えば、 マ フ ィ アやべルルス コーニ現象にまで話
題が及ぶ、 知的に して,1'西脱なイ タ リ ア談義が、 こ う した層の知的需要を満た し
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たこ と は疑い得ない。
これを単発の教養講座に終わらせるこ と な く 、 同種の教養講座をい く つか組
み合わせて、 知的欲求の高い社会人向けの再教育プロ グラ ムを提供す る可能性
も、 これから検討 してみてよいのではなかろ うか。 少子高齢化時代の大学にと っ
て、 新たな挑戦と な り う る こ と を、 こ の試みは示唆 してい る。
* * *
こ う してみる と 、 村上信一郎その人が、 ペ レ ツテ イ神父 と ス コ ツポラ教授 と
い うふた り の ピエ ト ロに示 された堅牢な石の街道 を、 変わらぬ足どり で歩むな
か、 その周囲で、 日本の大学と大学を取り 巻 く 環境と が、 大き く 変貌 した、 と
い う こ と にな るのかも知れない。
当の信一郎大人は、 大学教師の衣 を脱いで も なお、 久 し く 果たせなかっ た
『現代イ タ リ ア』 に関す る新書 を執筆 し、 イ タ リ ア政治の現状分析についての
諸論文 を一冊の本に編集 し、 さ らにはイ タ リ ア近現代史のなかのカ ト リ ッ ク教
会に関す る著作 を出版す る云々、 一途に先 を急 ぐご意向のよ う である。
あと に残 された国際関係学科は、 1987年の創設から数えて30年近い歳月 を経
た今 も、 創設時のカ リ キュ ラ ムが、 大き く 変わっ てはい ない。 現代社会の要請
をふま えて、 その見直 し と再構築が急務と なっ てい る。 信一郎大人には、 組織
的な捉われのない自由な立場から、 その31年の経験に照ら してこ の学科の将来
をひき続き見守っ ていただき たい。 そ う胸の内で呟き ながら、 その前途の末永
く 恙なき を、 祈念 したい。
Salut ! 
